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１ 県民ホール（神奈川芸術劇場）設備等保守管理業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）の電気、空調、冷暖房、給排水衛生等の設備を常に最

良の状態に保つため、保守管理を行う。 
 

２ 対象設備 
別紙１「設備一覧」のとおりとする。 
※ 芸術劇場は、ＮＨＫ横浜放送局との合築施設であることから、共用部分について

は管理組合で管理することを予定している。 
 
３ 業務内容 
(1) 設備機器の運転操作及び監視 

ホールの用途や四季の気温の変化などに配慮し、経済性や快適性などを勘案して

適正に運転操作するとともに監視業務を行う。 
(2) 設備の維持管理 

ア 日常巡視点検（運転操作及び監視） 
イ 定期点検整備（精密点検・測定・整備） 
ウ 補修、修理 

(3) 設備に関する非常措置 

火災、停電、断水、その他災害が発生した場合は、速やかに的確な措置を行う。 
(4) 設備関係の測定記録の作成 

日誌、日常巡視点検記録、定期点検・測定記録、事故障害記録、補修、改良工事

記録、設備機器・工具計器台帳、業務連絡簿、設備関係図面（配線図、平面図、系

統図等の整備保管）等 
(5) 空気環境測定 

ア 温度、湿度、浮遊粉塵、気流、一酸化炭素、二酸化炭素の測定及び記録 
イ 塩素測定及び記録 

 
４ 業務体制 

上記業務の遂行に必要な人員を確保するとともに、必要な資格を有する責任者を

配置する。 
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別紙１ 
設備一覧 

 
（県が負担すべき部分） 

電 
 
 

気 

□配電方式          ３F 共用電気室より６F ホール電気室・７F スタジオ電気室へ

高圧配電 

□低圧配電盤         ６Fホール電気室 11面  ７Fスタジオ電気室 ８面 

□配電用変圧器（モールド型） 200kVA 6.6kV／210V―105V×１（６Fホール電気室） 

               500kVA 6.6kV／210V―105V×１（６Fホール電気室） 

               100kVA 6.6kV／210V×１（６Fホール電気室） 

               300kVA 6.6kV／210V×１（６Fホール電気室） 

               1000kVA 6.6kV／182V―105V×１（６Fホール電気室） 

               200kVA 6.6kV／210V―105V×１（７Fスタジオ電気室） 

               300kVA 6.6kV／210V―105V×１（７Fスタジオ電気室） 

               50kVA 6.6kV／210V×１（７Fスタジオ電気室） 

               300kVA 6.6kV／182V―105V×１（７Fスタジオ電気室） 

□動力制御盤         22面 

□電灯分電盤         22面 

□電灯動力盤         ３面 

□調光盤           ２面 

□防災装置          副受信盤（２F劇場事務室） 

               自火報 防排煙 ガス漏れ 誘導灯 

□放送装置          BGMリモコン／業務放送リモコン（２F劇場事務室）     

業務用 BGM用 

□昇降機装置         エレベーター 乗用 ４台 非常用（人荷用）１台 荷物用 ２台 

               エスカレーター 11台 

機 

械 

□加湿器           気化式天井埋込カセット型（コントロールスイッチ付）２台 

□除塩フィルターユニット   天吊ダクト接続型 ６台 

□空調機           エアーハンドリングユニット 27台  ファンコイルユニッ

ト 170台 

□パッケージエアコン     室外機 ８台  室内機 ９台 

□全熱交換器         天井埋込ダクト型 ４台 

□給排気ファン        給気用 121台  排気用 8１台  還気用 ４台 
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２ 県民ホール（神奈川芸術劇場）受変電設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  電気事業法に基づく保安規程に従い、自家用電気工作物の工事、維持又は運用のため

の点検測定を行う。 
 
２ 点検内容 

点検対象物 数量 点検内容 
変圧器 ９台 

点検、絶縁測定 
電圧計・電流計 １式 

高圧母線 ２式 点検 

低圧配電盤 19面 

絶縁抵抗測定、接地抵抗測定 

電灯分電盤 41面 

動力制御盤 17面 

電灯動力盤 ３面 

調光盤 ２面 

高圧回路・低圧回路 １式 絶縁抵抗測定 

各室対象物 １式 清掃 
※ 上記は県が負担すべき部分の数量であり、受変電設備として、他に共用のものが

ある。 
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３ 県民ホール（神奈川芸術劇場）空調機器設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

空気調和設備に関連する機器の機能を最大限に発揮して、建物の機能に支障を生じさ

せないよう保守点検を実施する。 
 

２ 点検対象物及び業務内容 
「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕様書（令和５年版）」（以

下「共通仕様書」という。）」による保守点検を実施する。 
 

点検対象物 設備数 

加湿器 ２台 

除塩フィルターユニット 6台 

エアーハンドリングユニット 27台 

ファンコイルユニット 170台 

パッケージエアコン 17台 

全熱交換器 ４台 

給排気ファン 206台 

※ 上記は県が負担すべき部分の数量であり、空気調和設備として、他に共用のもの

がある。 
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４ 県民ホール（神奈川芸術劇場）水槽設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  水槽設備の機能を最大限に発揮して、建物の機能に支障を生じさせないよう保守点検

を実施する。 
 
２ 点検対象物及び回数 
  芸術劇場の水槽設備は共用であり、管理組合が管理することを予定している。 
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５ 県民ホール（神奈川芸術劇場）ボイラー設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  設備の機能を十分に発揮するとともに、建物の機能に支障を生じさせないよう、「労働

安全衛生法」及び「ボイラー及び圧力容器安全規則」等に基づいて適切に保守点検を実

施する。 
 
２ 業務内容 

芸術劇場のボイラー設備は共用であり、管理組合が管理することを予定している。 
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６ 県民ホール（神奈川芸術劇場）空調自動制御設備等保守点検業務基準 

 
１ 目的 

冷凍機を含んだ空調自動制御設備の機能を十分に維持し、建物の機能に支障を生じさ

せないよう保守点検を実施する。 
 

２ 業務内容 
  芸術劇場の空調自動制御設備は共用であり、管理組合が管理することを予定してい

る。 
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７ 県民ホール（神奈川芸術劇場）消防用設備等保守点検業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）の利用者及び鑑賞者の安全確保を図るため、消防用設

備が常に正常に機能するよう保守点検を実施する。 
 

２ 点検内容 
芸術劇場の消防用設備は共用であり、管理組合が管理することを予定している。 
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８ 県民ホール（神奈川芸術劇場）昇降機設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

エレベーター・エスカレーターの安全かつ快適な運行を確保するため、保守点検を定

期的に実施し、必要に応じて清掃・給油及び簡単な調整を行う。 
 

２ 業務内容 
共通仕様書による保守点検を行う。 

 
３ 点検対象 
(1) インバーター制御式エレベーター  ５台（乗用） 

項番 定員 積載 速度 停止階 台数 

① 15名 1,000kg 60ｍ／min ５か所 １台 

② 15名 1,000kg 60ｍ／min ６か所 １台 

③ 27名 1,800kg 60ｍ／min ９か所 １台（非常用） 

④ 13名 900kg 60ｍ／min ４か所 １台 

⑤ 9名 600kg 60ｍ／min ８か所 １台 

※ 付加装置 
地震時管制装置・火災時管制装置 ５台 

音声合成オ―トアナウンス（⑤を除く） ４台 
 
(2) 油圧式 エレベーター ２台 （荷物用） 

積載 速度 停止階 台数 

6,500kg 10m／min ４か所 １台 

3,500kg 10m／min ３か所 １台 

※ 付加装置 
地震時管制装置・火災時管制装置  
 

(3) インバーター制御式エスカレーター 11台 

有効幅 輸送能力 速度 台数 
1,200mm 9,000人／時 30m／min ８台 

800㎜ 4,500人／時 30m／min ３台 
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９ 県民ホール（神奈川芸術劇場）自動ドア設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

自動ドアの機能を最大限に発揮して、常に快適な環境の保全を図るとともに、建物の

機能に支障を生じさせないよう保守点検を実施する。 
 

２ 保守点検対象物 
芸術劇場の自動ドア設備は共用であり、管理組合が管理することを予定している。 
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10 県民ホール（神奈川芸術劇場）電話設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

電話設備の機能を最大限に発揮して、施設機能に支障を生じさせないよう保守点検を

実施する。 
 

２ 対象設備 
 
電話機（多機能） ４台 

電話機（一般） 19台 

電話機（一般・壁掛） 68台 

※ 芸術劇場には、他に共用設備として以下の設備がある。 
・電話交換機（構内 PHS電話機能・課金機能等）１台 

・構内 PHS接続装置（アンテナ）76台 

・構内 PHS電話機 20台 

 
３ 業務内容 
(1) 定期点検 

定期的に設備の点検整備及び修理を行うものとする。（年６回） 
(2) 通常保守 

設備に不測の事故が発生した場合は、可及的速やかに技術員による修理を行う。 
(3) その他 

本設備について、監督官庁の指示する必要な記録又は文書の作成並びに提出につ

いて、要求がある場合はこれを代行するものとする。 
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11 県民ホール（神奈川芸術劇場）清掃等業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）の利用者や鑑賞者に気持ち良く利用していただけるよ

う、施設内を常に清潔な状態に保つため責任を持って清掃等を実施する。 
 

２ 清掃箇所及び面積 
別紙２「清掃箇所及び清掃面積（芸術劇場）」のとおりとする。 

 
３ 清掃回数 

別紙３「清掃作業基準表」を参考として実施する。 
 
４ 清掃の内容 
(1) 日常清掃 

床掃き清掃、床拭き清掃、備品等清掃、カーペット清掃、灌水 
(2) 定期清掃 

床面洗浄、床面ワックス、ガラス清掃、洗浄・清掃、漂白、椅子清掃 
(3) 特別清掃 

カーペット洗浄 
 
５ 害虫防除業務 
(1) 施行面積等 

別紙４「害虫等防除面積及び箇所一覧表（神奈川芸術劇場）」のとおりとする。 
(2) 防除業務の内容 

ア ゴキブリの防除 
Ａ～Ｃの３区域に区分し、それぞれの区域に応じた防除を実施する。（年２回） 

イ ねずみの防除 
ウ その他の昆虫（チカイエカ、チョウバエ、ガ等）の防除 

 
６ 業務体制 

上記業務の遂行に必要な人員を確保するともに、経験、知識が豊富でかつ指導力のあ

る者を清掃作業責任者とし、業務の指揮監督に従事させること。 
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別紙２ 
清掃箇所及び清掃面積（芸術劇場） 

 
階層 床材質 面積（㎡） 室名 

地階 

御影石 34.08 スタジオ楽屋通用口、エレベーター２ロビー 

合板 OS塗装 131.31 
スタジオ荷解場、スタジオ荷解場前室、スタジオ美術製作倉庫、スタ

ジオ搬入口 

防塵耐油塗装 18.44 エレベーター7・8機械室 

防塵塗装 47.56 空調機械室１、スタジオ美術製作倉庫（一部） 

歩行用塗床（ウレタン樹脂系塗

料） 
10.70 スタジオ搬入口（一部） 

車両通行用塗床（ウレタン樹脂

系塗料） 
172.00 ホール荷解場 1、駐車場 

合計 414.09  

１階 

せっき質タイル 11.35 楽屋口エントランス 

合板 OS塗装 328.80 ホール美術製作室（一部）、ホール搬入口（一部）、ホール荷解場２ 

ゴムシート 18.68 楽屋口受付、便所１―４ 

歩行用塗床（ウレタン樹脂系塗

料） 
66.97 ホール美術製作室（一部） 

車両通行用塗床（ウレタン樹脂

系塗料） 
16.88 広報スペース１、２ 

車両通行用塗床（硬質ウレタン

超速硬化吹付駐車場防水工法） 
50.52 ホール搬入口（一部） 

合計 493.20  

２階 

せっき質タイル 96.94 ２階ロビー 

注意喚起用床タイル 17.10 ２階ロビー（一部） 

フローリング 74.52 エレベーター１ロビー、２階ブリッジ 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 224.47 
チケット／情報相談センター、劇場事務室、劇場事務会議室、劇場事

務室通路、男子更衣室２―１、女子更衣室２―１ 

ゴムシート 33.11 
エレベーター２ロビー、避難階段５前室２―１、男子便所２―１、女

子便所２―１、給湯室２―１ 

防塵塗装 8.15 空調機械室２、劇場事務倉庫 

合計 454.29  

３階 

内装用石材（御影石） 28.74 男子便所３―６、女子便所３―６、多目的便所３―６ 

フローリング 320.28 

エレベーター１ロビー、通路３―１・３―２・３―３・４―１、スタ

ジオロビー、エレベーター２ロビー、託児室、託児室前室、自販機置

場３―１、便所３―６前室 

合板 OS塗装 388.55 中スタジオ、中スタ倉庫、小スタジオ１ 

タイルカーペット（厚さ 8㎜） 21.75 中スタ前室１、小スタ前室１ 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 26.47 音響制作室１・２、音響制作室前室 

ゴムシート 177.81 

中スタ前室２・３、中スタ更衣室１・２、小スタ１前室２、小スタ更

衣室１・２、スタジオ会議室、３階スタジオ通路、便所３―１・３―

２・３―３・３―４、便所３―５（託児室内）、給湯室３―１ 

防塵塗装 13.54 音響制作備品庫、空調機械室５、避難階段３前室１・２ 

塗膜防水 179.39 空調機械室３・４ 

合計 1,156.53  

４階 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 125.64 
中スタ技術ギャラリー、小スタ技術ギャラリー、空調機械室６前室、

奈落階段１・２ 

大スタ楽屋３・４、４階スタジオ通路、エレベーター２ロビー、４階

楽屋ロビー、楽屋６・７・８・９、４階楽屋通路１・２、奈落前室 
ゴムシート 337.66 

防塵塗装 723.31 
スタジオ倉庫２、楽屋倉庫１、空調機械室６、奈落、エレベーター６

／７前室 

合計 1,186.61  

５階 

内装用石材（御影石） 40.76 
多目的便所５―１、男子便所５―５、女子便所５―５、多目的便所５

―５ 

大理石 1.51 ホワイエ階段（２段） 

フローリング 54.48 楽屋１、２、３、４ 

合板 OS塗装 2,087.46 
大スタジオ、大スタ前室２・３、大スタ前室１倉庫、５階客席、主舞

台、奥舞台、上手側舞台、下手側舞台、大道具倉庫 
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タフテッドカーペット 723.63 

メインロビー、大スタホワイエ、避難階段１前室、大スタ前室１、ホ

ールホワイエ、ホワイエ階段、ホール前室、男子便所５―５前室、女

子便所５―５前室 

タイルカーペット（厚さ 8㎜） 16.74 グリーンルーム 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 55.28 大スタ主催者事務室、エレベーター６前室、大道具倉庫すのこ 

ゴムシート 521.79 

大スタ楽屋１・２、スタジオ楽屋事務室、５階スタジオ通路、エレベ

ーター２ロビー、５階楽屋ロビー、大スタピアノ庫、楽屋事務室、ス

タッフ控室、給湯室５―１、多目的便所５―２、便所５―３、便所５

―４、衣装室、楽屋５、５階楽屋通路１・２、楽屋たまり、階段５前

室、ホール主催者事務室、クローク、下手舞台前室、楽器庫、上手倉

庫、上手倉庫前室 

防塵塗装 30.70 楽屋倉庫２、空調機械室７ 

合計 3,532.35  

６階 

内装用石材（御影石） 132.03 
男子便所６―１・６―２、女子便所６―１・６―３、多目的便所６―

３ 

フローリング 496.83 
６階ブリッジ、エレベーター１ロビー、通路６―１・６―２、ビュッ

フェ、ホール６階客席、ホール内通路、フロントサイドタワー 

タフテッドカーペット 368.25 ホールホワイエ、ホール前室、便所前室６―３ 

タイルカーペット（厚さ 8㎜） 61.05 大スタ前室４、大スタ６階客席・アンプラックスペース 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 155.11 
大スタ技術ブース、大スタ技術ギャラリー、多目的室１・２、音響調

整室 

ゴムシート 17.49 エレベーター２ロビー、救護室 

防塵塗装 72.17 ホール電気室、ホール電気室前室、ホール調光機械室、空調機械室８ 

合計 1,302.93  

７階 

内装用石材（御影石） 58.83 多目的便所７―１、男子便所７―１、女子便所７―１ 

フローリング 220.58 ホール７階客席、ホール内通路、フロントサイドタワー 

タフテッドカーペット 363.82 
ホールホワイエ、ホール前室、便所前室７―１、多目的便所前室７―

１ 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 277.27 
大スタキャットウォーク、大スタギャラリー、大スタフォロースポッ

トギャラリー、調光室、映像室、多目的室３ 

ゴムシート 55.95 
案内係控室１・２、通路７―１、エレベーター２ロビー、ブリッジ前

室 

防塵塗装 191.41 
空調機械室９・10、空調機械室９前室、排煙ﾌｧﾝ置場、大スタジオバ

トン制御盤室、スタジオ電気室、点検通路、大スタ調光機械室 

合計 1,167.86  

８階 

内装用石材（御影石） 60.88 男子便所８―４、女子便所８―４ 

フローリング 487.73 
小スタジオ２、小スタ２ロビー、エレベーター２ロビー、ホール８階

客席、ホール内通路、フロントサイドタワー 

タフテッドカーペット 324.60 ホールホワイエ、ホール前室、ホール控室、便所前室８―４ 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 233.35 エレベーター６前室、第 1ギャラリー、技術ギャラリー１ 

ゴムシート 41.53 
小スタ２前室１、小スタ２更衣室１・２、通路８―１、給湯室８―

１、多目的便所８―１、便所８―２・８―３ 

防塵塗装 17.83 小スタ２倉庫１、小スタ２前室２ 

合計 1,165.92  

９階 
タイルカーペット（厚さ 6㎜） 312.51 

フォロースポット室、第 1シーリングブリッジ、第２シーリングブリ

ッジ、ホール天井内キャットウォーク、フロントサイドすのこ２、技

術ギャラリー２、第２ギャラリー、アンプ室、エレベーター６前室 

防塵塗装 17.00 エレベーター２機械室 

合計 329.51  

10階 防塵塗装 187.75 空調機械室 11 

合計 187.75  

すのこ

１・２

レベル 
タイルカーペット（厚さ 6㎜） 363.80 

すのこ１、第３ギャラリー、エレベーター６前室（すのこ１レベル、

すのこ２レベル） 

合計 363.80  

階段 

大理石 0.45 避難階段１（５階一部） 

フローリング 6.25 避難階段２（８階一部） 

タフテッドカーペット 256.91 
避難階段１（５～６階）、避難階段３（５～８階）、避難階段５（６～

８階） 

タイルカーペット（厚さ 6㎜） 106.13 舞台階段１・２・３・４ 
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ゴムシート 541.84 
避難階段１（１～５階）、避難階段２（B１～８階）、避難階段３（１

～５階）、避難階段５（１～６階）、避難階段６（１～６階） 

注意喚起用床材（塩ビ） 36.90 
避難階段１（１～５階）、避難階段２（B１～８階）、避難階段３（１

～５階）、避難階段５（１～６階）、避難階段６（１～６階） 

防塵塗装 17.07 メンテナンス階段２（８～９階） 

合計 965.55  

 
窓ガラス 526.07 県が負担すべき部分のガラス（建具、エレベーター壁、手摺） 

（その他）  空調吸込口・吹出口 一式 

合計 526.07  
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別紙３ 
清掃作業基準表（芸術劇場） 

  日常清掃 定期清掃 特別清掃 

  

床掃き清掃 

（バキュー

ム） 

床拭き清掃 備品等清掃 

カーペット 

（バキュー

ム） 

手摺清掃 潅水 床面洗浄 
床面 

ワックス 
ガラス清掃 

漂白 

（洗浄） 
椅子清掃 カーペット洗浄 

メインホール・各階ホワイエ・大スタジ

オロビー（カーペット） 
  日１回 日１回               

ホール内部 Ａ Ａ  Ａ           年２回   

大スタジオ内部 ＡＢ ＡＢ  ＡＢ           年２回   

中スタジオ内部 ＡＢ ＡＢ  ＡＢ           年２回   

小スタジオＡ内部 ＡＢ ＡＢ  ＡＢ           年２回   

８Ｆアトリエ内部 ＡＢ ＡＢ             年２回   

ホール楽屋、スタジオ楽屋、カンパニー

スタッフ室 
Ｃ Ｃ Ｃ    年６回 年６回         

事務室（２Ｆ,５Ｆ,８Ｆ） 日１回 日１回 日１回    年６回 年６回         

便所、湯沸室等 日１回 日１回 日１回    年６回 年６回         

楽屋及び楽屋用給湯室の茶器等              年２回     

楽屋モニターテレビ画面   Ｃ               

エレベーターホール 日１回 日１回     年６回 年６回         

エスカレーター     日１回              

階段 日１回 日１回     年６回 年６回         

舞台 年２回                  

窓ガラス           年４回       

各階のカーペット敷設箇所                 年１回 

奈落 年１回                  
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※日常清掃において、ホール、スタジオ、楽屋等は使用した都度行う。特に、便所は開場前・開演直後・休憩終了直後に清掃する。 
A：公演前後  B：稽古空き日、使用者の交代時  C：清掃依頼日
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別紙４ 
害虫等防除面積及び箇所一覧表（芸術劇場） 

 

  ゴキブリの防除 ねずみの防除 その他の昆虫防除 

  Ａ区域 Ｂ区域 適所数 
ベイトステーション

設置箇所数 

地階 28.45㎡ 414.09㎡ 地流し１ ２ 

１階 102.63㎡ 429.22㎡ 地流し１ ０ 

２階 2.68㎡ 451.61㎡ ― １ 

３階 2.51㎡ 1,154.02㎡ ― ６ 

４階 ― 1,186.61㎡ ― ５ 

５階 3.39㎡ 3,591.84㎡ ― ７ 

６階 176.53㎡ 1,166.06㎡ ― ２ 

７階 ― 940.16㎡ ― ４ 

８階 92.91㎡ 932.90㎡ ― １ 

９階 ― 58.57㎡ ― ０ 

10階 ― 187.75㎡ ― ２ 

合計 409.10㎡ 10,512.83㎡ ２ 30 

Ａ区域に関しては残留塗布法により施工。 
Ｂ区域に関しては煙霧法又は残留塗布法のいずれかにより施工。 
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12 県民ホール（神奈川芸術劇場）保安警備業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）の利用者や鑑賞者の安全な環境を確保するため、施設

内外の監視、火災及び盗難等の予防を始めとする保安警備等を実施する。 
 

２ 警備範囲 
芸術劇場はＮＨＫ横浜放送局と合築施設であるため、警備業務については管理組合が

実施することを予定している。 
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13 県民ホール（神奈川芸術劇場）受付案内業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）を訪れる鑑賞者が安心して施設を利用するとともに気

持ちよく公演を鑑賞できるよう、円滑かつ親切な受付案内を行う。 
 

２ 業務内容 
(1) 公演時の観客の案内・誘導業務 

ア 開場前の業務 
    ・客席・ホワイエ廻りの点検 
    ・公演当日の打合せへの参加 

イ 開場後の業務 
    ・観客の客席への案内 
    ・客席扉の開閉 
    ・開演中の入場者の管理 
    ・禁止行為者の発見 
    ・客席内通路の安全確認 
    ・事故防止 
    ・身障者の対応、誘導 
    ・傷病者の対応 
    ・苦情対応 
    ・観客の避難誘導 
(2) 受付案内業務 

ア 来館者からの問合せへの対応 
イ 館内施設への案内 

 
３ 要員配備 
  公演がある時には、開演前から観客が退館するまでの間、必要人員を配備する。 
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14 県民ホール（神奈川芸術劇場）舞台関係業務基準 

 
１ 目的 

県民ホール（神奈川芸術劇場）のホール、スタジオ等で実施される舞台公演等の運営

に当たり、適切かつ安全な舞台環境を提供する。 
 

２ 業務範囲 
(1) ホール、スタジオの舞台機構・照明・音響設備の操作 

(2) ホール、スタジオの舞台設営及び管理・監督 

(3) ホール、スタジオのピアノの出し入れ 

(4) ホール、スタジオの映像機器の操作に関する指導、助言 

(5) 舞台、調光室、音響調整室、多目的室、衣裳室、大道具製作室、音響製作室、奈落

及び管理運営系の設備、器具、道具等の日常の点検整備並びに管理 

(6) ホール、スタジオの利用者に対する各種設備の使用に関する助言・指導 

(7) 舞台設営・機構操作・撤収時の安全確認業務 

(8) 設備障害対応、環境整備、防災への協力 

(9) 劇場に関する新技術の調査研究・情報収集 

(10) 業務報告書の作成と報告 

(11) その他前各号の業務に付帯する業務 

 
３ 業務内容の詳細 
(1) 通常業務 

  ア 機器、物品の維持管理及び保管 
  イ 舞台関係作業等の点検・安全衛生管理 
  ウ 県民ホール（神奈川芸術劇場）の舞台関係業務に係る改善等の必要事項の助言 
  エ 視察等来館者への案内説明 
  オ 設備、機器、新技術に関する情報収集 
(2) 県民ホール（神奈川芸術劇場）の利用計画に関する準備打合せ業務 

  ア 利用計画内容の確認 
  イ 利用者への助言及び指示 
(3) 利用時の業務 

  ア 機器、物品の搬入出時の指示、監督 
  イ 設備、機器の使用に対する指導助言及び協力 
  ウ 主要設備の操作及びその操作の指示監督 
  エ 利用設備、機器の確認報告（使用電力量等） 
  オ 安全確認業務 
   ・迫作動時における適切な人員配置による安全確認 
   ・各種吊りバトン等作動時の安全確認 
   ・舞台上の設営物の安全確認（PA用スピーカーを含む） 
   ・ホール内ケーブル類の敷設状況の確認 
   ・スモークマシン等特殊効果のチェック 
   ・PA 用客席撤去及び据付の確認（作業工具の保管管理） 

(4) 終了時の業務 

  ア 機器装置等の撤去、復旧作業・清掃の指示監督 
  イ 設備機器の損傷、数量の点検、確認及び報告 
  ウ 終了時の火気点検 

 
４ 業務体制 
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   上記業務の遂行に必要な人員を確保するとともに、舞台、音響及び照明の各部門に責

任者を配置する。 
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15 県民ホール（神奈川芸術劇場）舞台機構設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

舞台機構設備の機能を最大限に発揮し、常に舞台機構の安定的な利用を図れるよう保

守点検を実施する。 
 

２ 点検回数 
ホール吊物機構 ２回／年 
ホール床機構 ２回／年 
ホール組立主舞台床 １回／年（自主点検） 
制御機器関連 １回／年 
大スタジオ吊物機構 ２回／年 
移動観覧席 １回／年 
大スタジオ組立床 １回／年（自主点検） 
制御機器関連 １回／年 

 
３ 点検対象 
(1) ホール舞台機構設備 

  ・吊物機構 
客席上吊物バトン 電動 ４台 
天井反射板             昇降 
                  変角 

電動 １台 
電動 １台 

プロセニアムブリッジ 
プロセニアムスピーカ昇降 
プロセニアムライトバトン 
プロセニアムティザー 

電動 １台 
電動 １式 
電動 １対 
電動 １台 

プロセニアムタワー ラック＆ピニオン走行式 １対 
引き割り緞帳            昇降 
                  開閉 

電動 １台 
電動  ― 

吊物バトン 電動 55台 

ティザー 電動 １台 
ウイング              昇降 
                  開閉 

電動 １台 
手動 １対 

東西バトン用点吊装置        昇降 
東西サイド用ラダー 

電動 16台 
―  ８台 

東西幕レール 手動 ２台 

奥舞台吊物バトン 電動 ６台 

照明ブリッジ ―  ３台 

フロントサイドタワー ラック＆ピニオン走行式 ２台 

重量点吊（ホイスト） チェーン昇降式 16台 

移動型点吊装置 電動 12台 



（参考資料３） 

25 
 

制御盤、操作卓 一式 １式 
 

・床機構 
前舞台迫り 電動 １台 

客席迫り 電動 12台 

小階段昇降装置 電動 52台 

客席傾斜迫り 電動 １台 

制御盤、操作卓 １式 
 

・組立主舞台床 
スチールデッキ 手動組立 117台 

脚部 手動組立 １式 
 
(2) 大スタジオ舞台機構設備 

・吊物機構 
照明バトン 電動 8 台 

スピーカバトン 電動 1 台 

美術バトン 電動 ２台 

大黒幕バトン 電動 １台 

ホリゾント幕バトン 電動 １台 

移動型点吊装置 電動 12台 

パワーボックス           移動 手動 12台 

制御盤、操作卓 １式 
 

・移動観覧席 
電動式移動観覧席 電動 １式 

 
・組立主舞台床 
スチールデッキ 手動組立 93台 

脚部 手動組立 １式 
 
(3) ホール点検機器 

吊物機構 
電動機、減速機、ブレーキ、リミットスイッチ、ウインチ本

体、ワイヤロープ、元滑車、枝滑車、バトン本体、本体フレ

ーム、吊点部分、制御盤、接続箱、操作卓 

床機構 
電動機、減速機、ブレーキ、リミットスイッチ、ギアボック

ス、スパイラリフト、ジャッキドライブシャフト、チェー

ン、ガイドレール、ガイドシュー、本体フレーム、制御盤、
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ローカル制御盤、接続箱、操作卓 
組立主舞台床 本体フレーム、脚部、ベースプレート 

 
 (4) 大スタジオ点検機器 

吊物機構 
電動機、減速機、ブレーキ、リミットスイッチ、ウインチ本

体、ワイヤロープ、元滑車、枝滑車、バトン本体、本体フレ

ーム、吊点部分、制御盤、接続箱、操作卓、パワーボックス 

移動観覧席 
本体部材、組立接合部、操作用スイッチ、制御盤、安全装

置、駆動装置（モーター、ギアボックス、その他駆動部品）、

背起倒装置、上部ロック装置、配線ケーブル 
組立主舞台床 本体フレーム、脚部 
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16 県民ホール（神奈川芸術劇場）舞台照明設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

ホール、スタジオ等の照明設備の機能を最大限に発揮して、常に照明設備の円滑な活

用を図れるよう保守点検を実施する。 
 

２ 点検回数 
２回／年 

 
３ 点検機器 
(1) ホール 

主幹盤・分岐盤 １式 

調光器盤・調光制御盤 １式 

直回路主幹盤・分岐盤 １式 

AC／GC 主幹盤・調光器盤 １式 

調光ユニット 88台 

照明操作卓 １式 

客席灯操作卓 １式 

ムービングライト操作卓 １卓 

照明システムサーバ・イーサネット HUBラック １式 

イーサネット HUB ラック 3セット 

ワイヤレス直点灯システム １式 

デザイナー照明操作卓 １式 

オフライン／調光モニタリング PC １式 

舞台袖操作卓 １式 

舞台袖作業灯操作盤 ２セット 

DMX-Node設定用 PC １式 

DMX-Node 46台 

マルチコンセント盤 ４面 

持込機器電源盤 ４面 

映像室コンセント盤 １面 

プロセニアムタワーライト設備 ２セット 

コンセントボックス 30台 

ジョイントボックス 32セット 

ギャラリーライト設備 ２セット 

プロセニアムサスペンションライト設備 ２セット 

客席サスペンションライト設備 ２セット 

フロントサイドライト設備 ２セット 

バルコニーライト設備 ２セット 

第１シーリングライト設備 １式 

第２シーリングライト設備 １式 

技術ギャラリーライト設備 １式 

移動型調光器 136台 

ムービングライト 48台 

可動型ケーブル受けカゴ 24台 

フォローピンスポットライト ２kw ４台 

LEDフォロースポットライト 500w ２台 
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(2) 大スタジオ 

主幹盤・分岐盤 １式 

調光器盤・調光制御盤 １式 

AC／GC 回路切替盤 １面 

調光ユニット 147台 

照明操作卓 １式 

客席灯操作卓 １式 

照明操作用コネクタボックス １式 

照明システムサーバラック １式 

ワイヤレス直点灯システム １式 

舞台袖操作卓 １式 

客席灯調光パネル １式 

作業灯スイッチパネル １式 

調光モニタリング PC １式 

DMX-Node設定用 PC １台 

DMX-Node 18台 

フロアコンセント 18面 

マルチコンセント盤 ２面 

ライトバトン ８セット 

フライダクト １式 

フォローピン用コンセント ２面 

ウォールコンセント １式 

持込機器分電盤 ６面 

移動型調光器 24台 

フォローピンスポットライト ２台 

 

(3) 中スタジオ 

分電盤 １面 

照明操作卓 １卓 

DMX-Node １式 

コンセントボックス 21台 

持込機器分電盤 １面 

マルチコンセントボックス ２面 

移動型調光器 16台 

 

(4) 小スタジオＡ 

分電盤 １面 

照明操作卓 １卓 

DMX-Node １式 

コンセントボックス 21台 

持込機器分電盤 ２面 

マルチコンセントボックス ２面 

移動型調光器 ６台 

 

(5) 小スタジオＢ 

分電盤 １面 
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照明操作卓 １卓 

DMX-Node １式 

コンセントボックス 17台 

持込機器分電盤 １面 

マルチコンセントボックス ２面 

移動型調光器 ６台 

 

※ 他に共用部分として以下の機器がある 

アトリウム 

分電盤 １面 

照明操作卓用コネクタパネル ２面 
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17 県民ホール（神奈川芸術劇場）舞台音響設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 

ホール、スタジオ等の音響設備の機能を最大限に発揮して、常に音響設備の円滑な

利用を図れるよう保守点検を実施する。 
 

２ 業務内容 
(1) 定期点検 作動確認及び調整 

(2) 音響測定 残響音及び音速測定 

 
３ 保守点検回数 
(1) 総合点検 ２回／年（ホール、スタジオ） 

 １回／年（中小スタジオ、アトリエ） 
(2) 音響測定 必要に応じて随時 

 
４ 定期点検機器 
(1) ホール 

設備名 数量 
音響調整卓 １式 
移動型ミキサ １式 
音響制御機器架 １式 
I/Oパッチ盤架 １式 
録音・再生機器置台 １式 
DSP架 １式 
パワーアンプ架 １式 
舞台袖 I/Oパッチ盤架 １式 
奈落集中コンセント盤架 １式 
プロセニアムスピーカー ８台 
サイドスピーカー 20台 
サイドスピーカー用サブウーハー ８台 
フロントサイド客席スピーカー ６台 
サイドバルコニー補助スピーカー 18台 

バルコニー補助スピーカー 17台 

シーリングスピーカー ６台 

ウオールスピーカー 28台 

調整室モニタースピーカー ４台 

移動型スピーカー １式 

コンセント盤 107面 

ケーブルリール ２台 

ワイヤレスラック ３セット 

ワイヤレスマイク １式 

ワイヤレスアンテナ １式 

ワイヤレスマイクモニター装置 １式 

有線インターカムシステム １式 

連絡系コンセント盤 45面 

デジタルワイヤレスインターカムシステム １式 

キューランプシステム １式 
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連絡設備架 １式 
連絡パワーアンプ架 １式 
ホワイエモニター架 １式 
スタッフ用パワードスピーカー 14台 

ホワイエ系スピーカー 83台 

スタッフ系スピーカー 14台 

楽屋系スピーカー 29台 

事務室系スピーカー ６台 

音量調整器 47面 

トークバックスピーカー 23台 

フォロースポット室モニター分配器 １台 

トークバック用ワイヤレスアンテナ ２本 

トークバック用ワイヤレスマイク ２本 

エアーモニターマイクロホン ８台 

カメラ 13セット 

音響制御機器架 １式 

映像モニター架 １式 

映像コンセント盤（テレビブースタ６台含む） 57面 

事務所スイッチパネル １面 

楽屋系モニターテレビ 22台 

舞台監督卓 １式 

調光仕込 TB ワゴン １式 

機構操作ワゴン １式 

マイク操作器 １台 

暗視カメラ ３セット 

 
(2) 大スタジオ 

設備名 数量 
音響調整卓 １式 

録音・再生機器類電源付移動置台 １式 

パワーアンプ架 １式 

舞台袖 I/Oパッチ盤架 １式 

プロセニアムスピーカー ４台 

シーリングスピーカー ９台 

コンセント盤 22面 

ステージボックス ２セット 

有線インターカム １式 

エアーモニターマイクロホン ４台 

中小スタジオ用エアーモニターマイク ２台 

連絡設備架 １式 

トークバックスピーカー ２台 

ホワイエ系スピーカー 10台 

楽屋・スタッフ系スピーカー 29台 

連絡パワーアンプ架 １式 

音量調整器 16面 

トークバック用ワイヤレスアンテナ ２本 
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トークバック用ワイヤレスマイク １本 

映像モニター架 １式 

カメラ ６台 

ホワイエビデオコンセント ５面 

舞台監督卓 １式 

調光室機器 １式 

マイク操作器 １台 

 

(3) 中スタジオ 

設備名 数量 
音響調整卓 １式 
パワーアンプラック １式 
スタジオスピーカー ４台 
コンセント盤 ９面 

 
(4) 小スタジオ A 

設備名 数量 
音響調整卓 １式 
パワーアンプラック １式 
スタジオスピーカー ４台 
コンセント盤 ４面 

 
(5) 小スタジオ B 

設備名 数量 
音響調整卓 １式 
パワーアンプラック １式 
スタジオスピーカー ４台 
コンセント盤 ４面 

 
(6) 音響製作室 

設備名 数量 
コンセント盤 １面 
入出力パッチ盤架 １式 
音響調整卓 １式 
モニタースピーカー ２台 

 
(7) １階 

設備名 数量 
中継車盤 ２面 

  
※ 他に共用部分として以下の機器がある。 
  アトリウム 

設備名 数量 
コンセント盤 ３面 
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18 県民ホール（神奈川芸術劇場）舞台使用ピアノ保守点検業務基準 

 
１ 目的 

舞台演奏に支障のないよう、舞台使用ピアノの保守点検を行う。 
 

２ 点検回数 
１回／年 

 
３ 点検対象 
  舞台使用ピアノ ２台（スタインウェイ１台、ヤマハ１台） 
 
４ 点検項目 
(1) 本体外装 

(2) 駒・響板部 

(3) 弦部 

   弦、チューニングピン、ベアリング、ヒッチピン 
(4) 整調 

鍵盤部 鍵盤整調、鍵盤高さ、鍵盤間隔、鍵盤深さ 

アクション部（レペティション部） 

すべてのネジ締め、フレンジ、クロス類、

ウィッペン合わせ、打弦距離、ジャック上

下・前後、ハンマー接近量、ハンマードロ

ップ量、バックチェック（＝ハンマースト

ップ）、レペティションスプリング 
ハンマー部 ハンマー間隔、走り、弦合せ 

ダンパー部 
ダンパーフェルト、ダンパー掛り、ダンパ

ー総上げ、ダンパーレバーとレバーストッ

プレールの間隔 
ペダル部 ペダル調整、サスティンロッドの掛り 

 
(5) 全体検査 

   タッチ、調律（ピッチ 442Hz）、止音、共鳴、雑音  
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＜音楽堂＞ 
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1 音楽堂設備運転保守及び衛生管理業務基準 

 
１ 目的 

音楽堂設備機器を運転及び監視し、日常点検及び保守をすることにより、当該機器の

機能を良好な状態で維持する。 
 
２ 対象設備 

「参考資料２」の「Ⅱ 音楽堂の施設等」の「２ 設備」のとおりとする。 
 

３ 業務内容 
〇 留意事項 

 １ 電気設備や空気調和設備の保守点検については、図書館の職員と連携を図りながら

行うことになります。 
  ただし、今後、電気設備の管理については、館単体で行う可能性があります。 
 (1) 自家用電気工作物に関する義務について 

    設置者（図書館長）の指導監督に従い、音楽堂電気設備の保安管理を行ってくだ

さい。 
(2) 電気主任技術者業務委託について 
  図書館として一括して外部へ委託しており、図書館からの請求に基づき、必要な 
 経費を負担します。 

  (3) 保安警備について 
  音楽堂が直接委託をすること。 

 
(1) 設備機器の運転操作及び監視 

   ホールの用途や四季の気温の変化などに配慮し、経済性や快適性などを勘案して適

正に運転操作するとともに、監視業務を行う。 
(2) 設備の維持管理 

 ア 日常巡視点検（運転操作及び監視） 
 イ 定期点検整備（精密点検・測定・整備） 
 ウ 補修、修理 

(3) 設備に関する非常装置 

  火災、停電、断水、その他災害が発生した場合は、速やかに的確な措置を行う。 
(4) 設備関係の測定記録の作成 

   日誌、日常巡視点検記録、定期点検・測定記録、事故障害記録、修繕履歴、設備機

器・工具計器台帳、業務連絡簿、設備関係図面（配線図、平面図、系統図等の整備保

管）等 
(5) 空気環境測定 

  温度、湿度、浮遊粉塵、気流、一酸化炭素、二酸化炭素の測定及び記録 
(6) 残留塩素測定 

   飲料水残留塩素測定及び記録 
 
４ 業務体制 

 上記業務の遂行に必要な人員を確保するとともに、必要な資格を有する責任者を配置

する。 
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２ 音楽堂建築物環境衛生管理業務基準 

 
１ 建築物環境衛生管理技術者の選任およびその業務 
(1) 目的 

 建物の維持管理全般が環境衛生上適正に行われるよう業務を実施する。 
(2) 業務内容 

  建築物における衛生的環境の確保に関する法律第６条に規定する技術者免状を保有

する者を選任し、当該技術者により毎月１回建物を巡回点検するとともに、建物の維

持管理全般を環境衛生上適正に行い、良好な環境を確保するものとする。 
また、技術者の建築物環境衛生管理技術者免状の写しを指定管理者は保管すること。 

 ア 維持管理業務計画の立案 
 イ 維持管理業務全般の帳簿書類整備 
 ウ 維持管理業務全般の実施状況の確認 
 エ 環境衛生上の維持管理に関する検査結果等の評価 
 オ 環境衛生上の問題点に対する改善案の提示 
 カ その他必要な業務 

(3) 作業実施時期 

 毎月１回実施する。 
 

２ 空気環境測定業務 
(1) 業務の目的 

  館内の温度、湿度、二酸化炭素、一酸化炭素及び浮遊粉塵量、照度等の空気環境測

定を実施し、快適で衛生的な環境を確保することを目的に実施する。 
(2) 業務体制等に関する事項 

(3) 業務内容 

  ア 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第 26条第２項に定める

空気環境測定実施者として実施する。 
  イ 測定結果が、管理基準値に適合しない場合には、その原因を調査するものとする。 
  ウ 測定対象  

・温度 
・相対湿度 
・二酸化炭素 
・一酸化炭素 
・浮遊粉塵量 
・気流 
・照度 

(4) 測定実施時期 

  隔月で実施する。 
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３ 音楽堂害虫・ねずみ防除業務基準 

 
１ 目的 
  館内の害虫・ねずみの発生、生息及び侵入経路等の調査を実施し、害虫等の発生を防

止するための防除を実施し、快適で衛生的な環境を確保することを目的に実施する。 
 
２ 対象面積 
  3,700.53㎡ 

 

３ 業務内容 
  次の害虫等の発生防止及び駆除等を実施する。 
(1) トラップ配置 

ゴキブリ類、ネズミ用トラップを配置する。 

  配置場所は、ゴキブリ、ねずみが生息していそうな場所を選んで配置する。 
(2) 定期施工（事前調査） 

  ゴキブリ類の捕獲数と、ねずみの捕獲の有無、周辺のラットサインを調査し、侵入

生息を調査する。 
種類 施行内容 

ゴキブリ類 
トラップ配置にあわせ毒餌剤を配置する。事前の侵入生息調査によ

り生息が認められた場合、薬剤を配置・注入する。薬剤は、クラッ

クや隙間等で人が直接触れることがない場所に重点的に処理する。 

ねずみ 生息調査により侵入生息が確認された場合、薬剤を配置し、駆除施

工を行う。 
 

(3) 効果判定 

  定期施工の効果を判定し、必要と認められたときには、薬剤処理を行う。 
  定期施工時に配置したトラップの交換を行い、結果を調査し、必要が認められた場

合は随時処分する。 
 
４ 施工上の注意事項 
(1) 作業員に当たっては、身元確実にして善良なる者を選定するものとする。 

(2) 作業に必要な用具等は、請負者の負担とする。 

(3) 作業員は、作業中の危険防止のための安全確保に努めること。 

(4) 作業日は、現地事務担当者と事前に打合せし、作業日を決める。 

(5) 施行終了後、著しい発生の状況が認められた場合は、随時、薬剤処理等を行うもの

とする。 

  



（参考資料３） 

38 
 

４ 音楽堂空調自動制御設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  空調自動制御設備が安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検時期 
  ２回／年 
 
３ 点検機器 
  ・中央監視装置 savic-netFX2 
  ・自動制御機器（各空調機） 
 
４ 点検内容 

設備名 点検項目 

中央監視装置 外観点検、表示確認、データファイルのバックアップ、各部クリ

ーンアップ、バッテリー定期交換 

自動制御機器 
温湿度センサー・CO2 センサー・圧力センサー等確認、室内温度

制御状態の点検、室内湿度制御状態の点検、給還気温度制御状態

の点検、CO2制御（濃度設定等）確認 
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５ 音楽堂空調機器（パッケージエアコン）保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  空調機器（パッケージエアコン）が安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検機器 
  パッケージエアコン（室内機 37 台、室外機 33 台） 
 
３ 点検時期 
  ２回／年 
 
４ 点検内容 
(1) 室内機 

本体 外観の損傷、腐食及び変形の有無、保温材の損傷の有無、ガス漏れ

及び配管の損傷等の有無、油漏れ及び水漏れの有無 

送風機 回転及び回転方向の確認、羽根車の汚れ及び発錆の有無、シャフト

の摩耗及び発錆の有無、ベルトの緩み及び摩耗の有無 
熱交換器 汚れ及び腐食状態の点検 

ドレン ドレンパンの汚れ、発錆及び腐食の有無、ドレン配管の詰り及び排

水の確認 

運転確認 
異音及び振動の有無、室温測定、室内吸込み及び吹出し空気温度測

定、冷媒吐出管及び吸込管温度測定、電流、電圧及び絶縁抵抗の測

定 

その他 各配線接続端子の点検及び保護装置の作動確認、エアフィルター清

掃、各部のネジ増し締め、総合試運転調整及び記録 
 
(2) 室外機 

本体 外観の損傷、腐食及び変形の有無、保温材の損傷の有無、ガス漏れ

及び配管の損傷等の有無、油漏れ及び水漏れの有無 

送風機 回転及び回転方向の確認、羽根車の汚れ及び発錆の有無、シャフト

の摩耗及び発錆の有無 
熱交換器 汚れ及び腐食状態の点検 

運転確認 異音及び振動の有無、外気温測定、冷媒吐出管及び吸込管温度測

定、電流、電圧及び絶縁抵抗の測定 

その他 各配線接続端子の点検及び保護装置の作動確認、各部のネジ増し締

め、総合試運転調整及び記録 
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６ 音楽堂エアーハンドリングユニット保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  音楽堂空調機器（エアーハンドリングユニット）の機能維持のため、保守点検を実施

する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検機器 
  設備用エアーハンドリングユニット ３台（内２台に全熱交換器組込み） 
 
４ 点検内容 

本体 外観の損傷、腐食及び変形の有無、保温材の損傷の有無、配管の損

傷等の有無、水漏れの有無 

送風機 
回転及び回転方向の確認、モーターの異音及び振動の確認、羽根車

の汚れ及び発錆の有無、シャフト・プーリーの摩耗及び発錆の有

無、ベルトの緩み及び摩耗の有無 
熱交換器 汚れ及び腐食状態の点検、水漏れの有無 

ドレン ドレンパンの汚れ、発錆及び腐食の有無、ドレン配管の詰まり及び

排水の確認 

全熱交換器 回転及び回転方向の確認、モーターの異音及び振動の確認、熱交換

器の汚れ及び発錆の有無 

運転確認 異音及び振動の有無、室内吸込み及び吹出し空気温度測定、冷温水

往管及び復管温度測定、電流、電圧及び絶縁抵抗の測定 
その他  
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７ 音楽堂電気錠扉保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  電気錠扉が安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検時期 
  ２回／年 
 
３ 点検機器 
  ・電気錠操作盤 １台 
  ・電気錠扉   10か所 
 
４ 点検内容 
(1) 操作盤点検 

   ・操作スイッチ作動点検 
   ・表示灯確認 
   ・警報ブザー作動点検 
   ・電源回路点検 
(2) 電気錠扉作動状況点検 

(3) 電気錠配線回路点検 
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８ 音楽堂消防用設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  消防法等の規程に基づき、消防用設備の保守点検を実施する。 
 
２ 従業者 
  業務を行う者は、作業の内容に応じた知識及び技能を有する者とし、法令による業務

又は準じる業務を行う資格が定められている場合は、当該の資格を有する者が業務を行

うものとする。 
 
３ 業務内容 
(1) 点検内容 

   次の維持管理に必要な点検を、消防法・消防法施行令・消防法施行規則及び告示等

に定められた点検内容及び点検期間に従い、実施する。 

消防用設備等の種類 点検内容（点検期間） 
１回目（６か月） ２回目（１年） 

消火器具 機器点検 機器点検 

屋内消火栓設備 機器点検 機器点検及び総合点検 
スプリンクラー設備 
（ドレンチャー） 機器点検 機器点検及び総合点検 

非常警報設備（非常放送設備） 機器点検 機器点検及び総合点検 

自動火災報知設備 機器点検 機器点検及び総合点検 

避難器具 機器点検 機器点検及び総合点検 

誘導灯及び誘導標識 機器点検 機器点検 
消火設備 
（パッケージ型消火設備） 機器点検 機器点検 

防排煙設備（防火戸・ダンパー） 機器点検 機器点検及び総合点検 

配線 機器点検 機器点検 
  
(2) 点検の方法 

   次項の消防用設備点検数量に示す設備の機器を、消防庁告示で規定する「消防用設

備等の点検基準」の点検項目に従い、実施するものとする。 
 
４ 点検周期及び対象設備 
(1) 点検周期 

   ・機器点検  上半期１回（指定する日） 
   ・機器点検・総合点検 下半期１回（指定する日） 
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(2) 対象設備 

   下記の消防用設備点検数量に示す設備・機器及び数量とする。 
設備名 摘要 数量 

消火器具 

ABC50型粉末消火器 １本 

ABC10型粉末消火器 39本 

薬剤更新 ABC10 型粉末消火

器（6月） 
４本 

薬剤更新 ABC10 型粉末消火

器（12月） 
４本 

屋内消火栓設備 

加圧送水装置 １台 

制御盤 １台 

消火栓箱 ８台 

スプリンクラー設備（ドレンチャー） 

加圧送水装置 １台 

起動装置 １台 

ヘッド １式 

制御盤 １台 

圧力スイッチ １台 

一斉開放弁 ２台 

呼水装置 １式 

非常警報設備（放送設備） 

アンプ １台 

スピーカー 75台 

非常電源 １式 

自動火災報知設備 

受信機 P型 1級 22/30 回 １台 

差動式スポット型感知器 116個 

定温式スポット型感知器 ９個 

煙感知器 50個 

発信機 ８個 

電鈴 11個 

表示灯 ８個 

消火栓連動起動装置 １式 

避難器具 吊下式金属製梯子 ２台 

誘導灯及び誘導標識 

避難口誘導灯 32台 

通路誘導灯 ２台 

客席通路誘導灯 １式 

消火設備（パッケージ型消火設備） 強化液 63L ６台 

防排煙設備（防火戸・ダンパー） 

連動制御盤 １面 

煙感知器 18個 

防火戸 ７面 

ダンパー ９台 

リミットスイッチ 16個 

予備電源 １式 

配線 １式 

 
(3) 自動火災報知設備の点検基準 

  ア 外観点検 



（参考資料３） 

44 
 

（ｱ）予備電源及び非常電源（内蔵型のものに限る） 
変形、損傷、著しい腐食等がないかどうかを確認すること。 

（ｲ）表示 
適正にされているかどうかを確認すること。 

  イ 受信機及び中継器 
（ｱ）周囲の状況 

周囲に点検上及び使用上の障害となるものがないかどうかを確認すること。 
（ｲ）外形 

変形、損傷等がないかどうかを確認すること。 
（ｳ）警戒区域の表示装置 

汚損、不鮮明な部分等がないかどうかを確認すること。 
（ｴ）電圧計 

変形、損傷等がなく、電圧が適正であるかどうかを確認すること。 
（ｵ）スイッチ類 

開閉位置が正常であるかどうかを確認すること。 
（ｶ）表示  

適正にされているかどうかを確認すること。 
（ｷ）予備品等  

ヒューズ、電球等の予備品及び回路図等が備えてあるかどうかを確認するこ

と。 
 ウ 感知器 

（ｱ）外形 
変形、損傷、脱落、著しい腐食等がないかどうかを確認すること。 

（ｲ）警戒状況 
   ・ 未警戒部分 
     設置後の用途変更、間仕切変更等によって未警戒部分がないかどうかを確認

すること。 
   ・ 感知区域 
     設定が適正であるかどうかを確認すること。 
   ・ 適応性 
     設置場所に適応する感知器が設けられているかどうかを確認すること。 
   ・ 機能障害 
     感知部の機能障害となる塗装等がなく、熱気流又は煙の流動を妨げるものが

ないかどうかを確認すること。 
 エ 発信機 

（ｱ）周囲の状況 
周囲に点検上及び使用上の障害となるものがないかどうかを確認すること。 

（ｲ）外形 
変形、脱落、著しい腐食、押しボタンの保護板の損傷等がないかどうかを確認

すること。 
 オ 標識 

（ｱ）表示灯 
変形、損傷、脱落、球切れ等がなく、点灯しているかどうかを確認すること。 

 カ 音響装置 
（ｱ）外形 

変形、損傷、著しい腐食等がないかどうかを確認すること。 
（ｲ）取付状態 

脱落等がなく、音響効果を妨げるものがないかどうかを確認すること。 
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(4) 機能点検 

 ア 予備電源及び非常電源（内蔵型のものに限る） 
（ｱ）端子電圧 

規定値以上であるかどうかを確認すること。 
（ｲ）切替装置 

常用電源を停電状態にしたときに自動的に非常電源に切り替わり、常用電源を

復旧したときに自動的に常用電源に切り替わるかどうかを確認すること。 
（ｳ）充電装置 

変形、損傷、著しい腐食等がなく、異常な発熱等がないかどうかを確認するこ

と。 
（ｴ）結線接続 

断線、端子の緩み、脱落、損傷等がないかどうかを確認すること。 
 イ 受信機及び中継器 

（ｱ）スイッチ類 
端子の緩み等がなく、開閉機能が正常であるかどうかを確認すること。 

（ｲ）ヒューズ類 
損傷、溶断等がなく、所定の種類及び容量のものが使用されているかどうかを

確認すること。 
（ｳ）継電器 

脱落、端子の緩み、接点の焼損、ほこり等の付着がなく、機能が正常であるか

どうかを確認すること。 
（ｴ）表示灯 

正常に点灯するかどうかを確認すること。 
（ｵ）通話装置 

受信機相互間及び発信機との通話が明瞭に行えるかどうかを確認すること。 
（ｶ）結線接続 

断線、端子の緩み、脱落、損傷等がないかどうかを確認すること 
（ｷ）接地 

著しい腐食、断線等の損傷がないかどうかを確認すること。   
（ｸ）付属装置 

付属装置試験を行い火災信号が正常に移信でき、かつ、相互に機能障害がない

かどうかを確認すること。 
（ｹ）火災表示 

火災表示試験を行い、正常に火災表示がなされるかどうかを確認すること。 
（ｺ）回路導通 

回路導通試験を行い、試験用計器の指示又は確認灯の点灯により導通するかど

うかを確認すること。 
ウ 感知器 

（ｱ）スポット型 
差動式又は定温式にあっては加熱試験を行った場合、確実に作動し、警戒区域

の表示が適正であるかどうかを確認すること。 
（ｲ）光電式 

加煙試験を行った場合、確実に作動し、警戒区域の表示が適正であるかどうか

を確認すること。 
エ 発信機 
  押しボタン又は、送受話器を操作した際、確実に作動するかどうかを確認すること。 
  なお、確認灯のあるものにあっては、点灯するかどうかを確認すること。 
オ 音響装置 
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（ｱ）音量等 
音量及び音色が他の機械の騒音等と区別して聞きとれるかどうかを確認するこ

と。   
（ｲ）鳴動方法 

区分鳴動の機能を有するものにあっては、鳴動方式どおり地区音響装置が鳴動

するかどうかを確認すること。 
 

５ 総合点検 
 次の事項を確認すること。 

(1) 同時作動 

  同時作動試験を行った場合、機能が正常であること。 
(2) 煙感知器の感度 

  感度試験を行った場合、感度が正常であること。なお、試験終了後、作動状況を確

認すること。 
(3) 地区音響装置の音量 

  音響装置試験を行った場合、規定値以上の音量があること。 
(4) 総合作動 

  非常電源に切り替えた状態で、任意の感知器を加熱又は加煙した場合火災表示及び

音響装置の鳴動が正常であること。 
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９ 音楽堂自家発電機設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  消防法等の規定に基づき、自家発電設備の保守点検を実施する。 
 
２ 点検の種類と時期 
  機器点検  （上半期に１回） 
  機器点検及び総合点検（下半期に１回） 
 
３ 点検機器 

区分 パッケージ型ディーゼル自家発電機装置 
名称 4T95L-GH 

定格出力 50KVA（72PS） 

設置場所 １階ピロティー 
 
４ 点検内容 

区分 パッケージ型ディーゼル自家発電機装置 

機器点検 
設置状況点検、ディーゼル機関機能点検、発電機及び自動制御回路点

検、冷却水及び燃料系統点検、潤滑油系統点検、始動装置及び蓄電池

点検、保護回路試験、作動試験 

総合点検 機器点検と同様、自動起動、自動切替及び自動停止試験、絶縁抵抗測

定 
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10 音楽堂屋内給水加圧ポンプ保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  屋内給水加圧ポンプの保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検内容 

機器本体 軸封部水漏れ点検、軸受温度異音点検、回転方向確認、振動異音点

検、据付点検、外観点検 

付属品 呼込吐出配管点検、圧力計点検、減圧弁点検、逆止弁点検、圧力タ

ンクエアー点検補充 

モーター フレーム温度点検、軸受温度異音点検、絶縁測定、据付点検、外観

点検 

制御盤 
絶縁測定、電磁接触器接点点検、アース取付け点検、電線緩み点

検、電圧点検、漏電遮断器動作試験、サーマル値点検、表示灯点

検、電流点検、外観点検 

運転制御 

始動圧力点検、停止圧力点検、シーケンスチェック、手動運転試

験、追加解列点検、警報表示点検、締切圧力点検、自動・交互運転

点検、液面制御点検、フロースイッチ点検、並列運転点検、圧力開

閉機作動点検、始動間隔点検 
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11 音楽堂空冷ヒートポンプチラー保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  空冷ヒートポンプチラーが安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検機器 
  設備用チラー（空冷式） メイン機器・サブ機器 計２台 
 
３ 点検時期 
  ２回／年 
 
４ 点検内容 

本体 外観の損傷、腐食及び変形の有無、保湿材の損傷の有無、ガス漏れ

及び配管の損傷等の有無、油漏れ及び水漏れの有無 

送風機 回転及び回転方向の確認、モーターの異音及び振動の確認、羽根車

の汚れ及び発錆の有無、シャフトの摩耗及び発錆の有無 
熱交換機 汚れ及び腐食状況の点検、高圧洗浄 
ポンプ 異音及び振動の有無、メカニカルシールの点検 

運転確認 異音及び振動の有無、冷温水温度測定（往管・複管）、外気温測定、

冷媒吐出管及び吸込管温度測定、電流、電圧及び絶縁抵抗の測定 

その他 
散水装置の点検、ノズル清掃及び給水装置の点検、各配線接続端子

の点検、保護装置の作動確認、各部のネジ増し締め、総合運転調整

及び記録 
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12 音楽堂非常用電源装置保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  非常用直流電源装置が安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検機器 

設備名 非常用直流電源装置 

設置場所 音楽堂地下１階機械室２台 

蓄電池 

鉛蓄電池 

2V×54 個 

108V 

整流器 BS10-150MSE 

 
４ 点検内容 

(1) 機器点検 

整流器 現状点検、目視外観点検、計器指示確認、垂

下電流確認、設定値確認 
蓄電池 浮動充電時測定、外観点検 

 
(2) 総合点検 

整流器 
現状点検、清掃、締付確認、目視外観点検（密）、絶縁抵抗試験、回

復充電動作の確認、均等充電動作の確認、垂下電流の確認、電圧調整

範囲、計器試験、シーケンステスト、出力波形の観測、設定値確認 
蓄電池 浮動充電時測定、外観点検 
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13 音楽堂バリアフリートイレ自動ドア保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  自動ドアが安全かつ安定的に作動するよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ３回／年 
 
３ 保守点検整備対象 
(1) ナブコ DSN-60型ドアエンジン装置（本体） 

(2) ドアエンジン動力部装置 

(3) ドアエンジン制御部装置 

(4) ドアエンジン操作スイッチ及び制御スイッチ 

 
４ 保守点検整備内容 

点検箇所 点検項目 

サッシ部 

無目点検カバーの取付状態、ガイドレール内の状態、扉の状態（傷

及び作動時の異音）、フレ止め・扉ガイドの取付状態、指詰防止

（30mm のクリアランス確保）、隙間（全閉時の戸先、ドアと無目、

方立、ガイドレール） 

懸架部 
ハンガーレール及び吊車の汚れ、摩耗及び損傷、踊り止の隙間、ス

トッパー、ハンガーレール及び吊車の取付状態 

動力作動部 

手動開閉の動作確認及び異音の有無、エンジンの取付状態、駆動部

の変形及び摩耗、プーリーの変形及び摩耗（駆動・従動）、ベルト・

チェーン・ワイヤーの張り、摩耗及び取付状態 

制御装置 開速度、閉速度、クッション作用、開き保持時間 

セ ン サ ー 部

（補助含む） 
作動状況、検出範囲 

電気回路 
総合動作（通常開閉動作・反動操作）、配線の支持・接続状態及び

被覆の亀裂の有無、電源電圧、絶縁抵抗 

電気錠（オプ

ション） 
作動状況 
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14 音楽堂清掃業務基準 

 
１ 目的 
  音楽堂を訪れる利用者に気持ち良く利用していただけるよう、施設内を常に清潔な状

態に保つため責任をもって清掃を実施する。 
 
２ 清掃箇所及び清掃日時等 

清掃内容等 箇所 日時等 

日常 
清掃 

掃き・拭き 
カーペット 
トイレ 

ホール、ロビー、控室、

階段・廊下、トイレ等 ホール利用開始時前まで 

事務室 8:30 まで 

上記以外 7:00～15:00 

定期 
清掃 

ワックス ホール、廊下、事務室 休館日のうち指定した日 

8:00～16:00 

窓ガラス 窓 指定日  
8:00～16:00 

木床仕上げ 舞台 休館日、指定日  
8:00～16:00 

ホール利用に伴う清掃 
ホール、ロビー、控室、

メイク・シャワー室、ト

イレ等 

必要時（夜間本番利用時を含

む） 
なお、「開演から休憩時間」及

び「休憩終了後から終演」の間

にトイレ清掃及びごみ回収を

行う。 

塵芥汚物処理 日常清掃に伴う箇所 日常清掃実施日（休館日を除

く） 

屋外清掃 通路外回り及び屋上 

通路外回りは天候の許す限り

毎日（休館日を除く） 
屋上は１回／年（高所作業を含

む） 
 
３ 清掃方法 
(1) 日常清掃 

  ア 床面は、ほうき、床用ブラシで掃いて塵埃を取り除き、微細な埃や汚れを濡れモ

ップ又はダストモップを使用して拭き取ること。 
  イ カーペットは、電気掃除機を使用して塵埃を取り除き、ガム等の付着物は、適性

溶剤にて取り除くこと。 
  ウ 壁及び扉は、手の届く範囲内で水拭きをした後、乾拭きをすること。 
  エ トイレは、砂、泥及び汚物等を良く拭き取った後に、絞りモップでよく水拭きを

すること。また、巡回して絶えず清潔にしておくこと。 
  オ トイレ及び湯沸場等の清掃は、床面のみでなく洗面台、鏡及び流し台等の清掃を

含むものとする。 
  カ トイレ清掃では、衛生上、便器と洗面台では別の清掃用具を使用すること。 
  キ トイレの備付けトイレットペーパー及び水石鹸液は、常に補充を行うこと。 
  ク くず籠のごみ及び茶がらの収集を行うこと。 
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  ケ 清掃により生ずるごみは、ごみ袋にまとめ、ごみ保管物置に搬入し、収集日以外

は施錠しておくこと。 
  コ 受付カウンター、チケットセンターカウンター、各種案内板及び会議室の机は毎

日雑巾拭きすること。 
  サ 控室ロビーの応接セットは、毎日、化学雑巾で乾拭きすること。 
  シ 階段手摺転落防止ポリ板については、手の届かない部分は短いモップ等最適な道

具を用いて表裏拭き掃除を行うこと。 
  ス 事務室のロッカー類は、必要に応じて化学雑巾等で汚れを拭き取ること。 
(2) 定期清掃 

  ア ワックス仕上げ 
・ 剥離剤を塗布し、ポリッシャーで床面を完全に剥離洗浄した後、汚水を十分

に除去し、乾燥させた後にワックスを３回塗布する。 
・ 中性洗剤を塗布し、ポリッシャーで床面を洗浄した後、汚水を十分に除去

し、乾燥させた後にワックスを２回塗布する。 
・ 中性洗剤を浸したモップで床面の汚れを拭き取り、水モップで十分に濯いだ

のち乾燥させ、ワックスを１回塗布する。 
  イ 窓ガラス清掃 
    建物の外壁の窓ガラス面及びホール内窓ガラス面の両面の汚れを丁寧に拭き取

り、同時に窓枠の塵埃を取り除くこと。特に、飛散防止フィルムを施してあるガラ

ス面の清掃には注意し、傷を付けないようにすること。 
  ウ 木床仕上げ 
    舞台、舞台袖、楽器室及びリハーサル室の床面の汚れを月１回適正な洗剤等で洗

浄し、水モップで十分に拭き取った後に乾拭きをすること。 
(3) 通路外回りの清掃 

   天候の許す限り毎日、玄関前、通路、階段等の外廻りの掃き清掃を行うこと。 
   なお、庭園は毎日、空き缶及び大きな塵芥を拾い集め、定期的に草取り及び落ち葉

の除去をすること。 
(4) ホール使用清掃 

   催し物開演前及び催し物入替え等必要な時にホール及び客席連結椅子、ホワイエ及

びソファー、各控室、トイレ、浴室の清掃をすること。 
(5) 屋上清掃 

屋上はドレンに土砂がたまり、雑草が生えて詰まることのないよう、年１回は高所

作業要員がドレン周辺の草を抜き、土砂を取り除くこと。 
 
４ 作業体制 
  経験、知識が豊富でかつ指導力のある者を清掃作業責任者とし、業務の指揮監督に従

事させること。 
 
５ 作業報告 
(1) 日常清掃終了後、清掃作業日報をまとめること。 

(2) 定期清掃終了後、定期清掃完了報告書をまとめること。 
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15 音楽堂貯水槽清掃業務基準 

 
１ 目的 
  建築物における衛生的環境の確保に関する法律等の規定に基づく貯水槽内の清掃を実

施する。 
 
２ 点検時期 
  １回／年（飲料用は毎年） 
 
３ 作業内容 
  高圧噴射洗浄方式により槽内壁面・床面及び配管等の垢・沈殿物等を除去し、水洗い

洗浄の後、排水し槽内消毒をする。 
 
４ 実施場所 

種類 場所 容積 
飲料用受水槽 地階 12.00㎥ 

 
５ 報告 
  清掃作業完了後、作業状況の写真を添付した完了報告書をまとめること。 
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16 音楽堂受付案内業務基準 

 
１ 業務方針 
  音楽堂を訪れる利用者が安心して施設を利用するとともに気持ちよく公演を鑑賞でき

るよう、円滑かつ親切な受付案内を実施する。 
 
２ 業務内容（自主事業及び一般来場者のある指定の公演に限る。） 
(1) 公演時の観客の案内・誘導業務 

  ア 開場前の業務 
   (ｱ) 客席・ロビー廻りの点検 
   (ｲ) 公演当日の打合せへの参加 
  イ 開場後の業務 
   (ｱ) 観客の客席への案内 
   (ｲ) 客席扉の開閉 
   (ｳ) 開演中の入場者の管理 
   (ｴ) 禁止行為者の発見 
   (ｵ) 客席内通路の安全確認 
   (ｶ) 事故防止 
   (ｷ) 身障者の対応、誘導 
   (ｸ) 傷病者の対応 
   (ｹ) 苦情対応 
   (ｺ) 観客の避難誘導 

 
(2) 受付案内業務 

  ア ロビー、ホワイエにおける来館者からの問合せへの対応 
  イ 館内施設への案内 
 
３ 要員配備 
  公演があるときには、開演前から観客が退館するまでの間、必要人員を配備する 
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17 音楽堂舞台技術業務基準 

 
１ 目的 
  音楽堂で開催される催し物を安全かつ円滑に運営し、良質な舞台環境を利用者に提供

する。 
 
２ 業務範囲 
(1) 舞台、音響及び照明の各設備・機器の操作 

(2) 舞台、音響及び照明の各設備・機器の点検整備及び管理業務 

(3) 利用申込み受付業務 

(4) その他の付帯業務 

 
３ 業務内容 
(1) 通常業務 

  ア 利用申込に係る照会等の対応、利用受付 
  イ 設備・機器・物品の管理保管 
  ウ 設備・機器の損傷、数量の点検、確認及び報告 
  エ ホール、楽屋及び事務室等の照明灯の点検、電球等の交換及び在庫確認 
  オ 舞台等の管理運営及び設備・機器に関する改善等の助言 
  カ 視察等来館者への案内説明 
(2) 舞台等の利用計画に関する準備打合せ業務 

  ア 利用計画内容の確認及び舞台設営等の手配 
  イ 舞台利用者に対する指導助言 
(3) 利用時の業務 

  ア 設備・機器の搬入、搬出時における指示監督 
  イ 設備・機器の操作及び操作の指示監督 
  ウ 設備・機器の利用確認 
  エ 安全確認業務 
   （ｱ）設備・機器の作動に係る安全確認 
   （ｲ）照明器具等の落下、発熱等に係る安全確認 
   （ｳ）舞台上の設営物、PA用スピーカーに係る安全確認 
   （ｴ）ホール内敷設ケーブルに係る安全確認 
   （ｵ）その他危険物・危険箇所等の把握による事故防止対策 
(4) 終了時の業務 

  ア 持込機器等の撤去、現状復帰作業の指示監督 
  イ 設備・機器の損傷、数量の点検、確認 
  ウ 終了時の火気点検、忘れ物や戸締まりの確認 
 
４ 業務体制 
  上記業務の遂行に必要な人員を確保するとともに、責任者を１名配置する。 
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18 音楽堂舞台機構設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  舞台機構設備の機能を最大限に発揮し、常に舞台機構の安定的な利用を図れるよう保

守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検設備及び内容 

巻上機関係（緞帳、一文字幕、

反響版、スクリーン） 

電動機―点検清掃注油運転作動テスト、減速機―

点検清掃注油作動テスト、電磁ブレーキ―点検作

動テスト調整、リミットスイッチ―点検作動テス

ト調整、保安スイッチ―点検作動テスト調整、制

御盤―点検作動テスト、操作盤―点検作動テスト 

昇降装置関係（手動７本） 

分銅棒―点検調整、引綱―点検張り具合調整、元

車―清掃注油取付状況点検、下車―清掃注油取付

状況点検、枝車―清掃注油取付状況点検、方向変

車―清掃注油取付状況点検、受車（押車）―清掃

注油取付状況点検、ガイドワイヤー（レール）―

取付状況点検調整、ワイヤー関係―点検ロック調

整、バトン―点検レベル調整、綱止―点検調整、

クリップ―増締調整 
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19 音楽堂舞台照明設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  舞台照明の操作業務に支障がないよう保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ３回／年 
 
３ 点検設備等 
  以下の設備について、作動テスト、絶縁試験等の点検・調整を行うこと。 

主幹盤 
主幹開閉器、電磁開閉器、負荷開閉器、表示灯類、ヒュ

ーズ盤、盤内灯、ファン、裏面配線 

サイリスター調光機盤 
速断ヒューズ、PC板、ファン、表示灯、リアクタ、直調

切替スイッチ、接続部分、裏面配線 

直接スイッチ 
直調スイッチ、負荷開閉器、ヒューズ、盤内灯、裏面配

線 

照明操作卓 

マスターフェーダー、クロスフェーダー、グループフェ

ーダー、プリセットフェーダー、フリーフェーダー、客

席手動フェーダー、PFGスイッチ、直調切替スイッチ、

調光パイロット、各主幹パイロット、ダイオード、各リ

レー類、客席調光装置、各ヒューズ、内部配線、接続状

況、PC板、押釦スイッチ、直流電源装置、トランス、端

子台、段表示灯、電動クロス装置、デジタル時計装置、

遠方操作盤 

負荷モニター盤 負荷表示灯、接続部分、内部配線 

照明器具類 

フットライト、ボーダーライト、シーリングライト、フ

ロントライト、アッパーホリゾントライト、ローホリゾ

ントライト、移動・仮設照明器具、エフェクトマシン 

配線器具 
配線樋、フロアーコンセント、接続端子函、ボーダーケ

ーブル 

クセノンピンスポット

ライト 

本体の点検・調整・清掃、クセノンランプの点検、スタ

ンドの点検・調整・清掃、整流器の点検・調整・清掃 
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20 音楽堂劇場扉保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  劇場扉設備の安定的な利用が図れるよう保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検内容 
(1) 扉の開閉状態の確認 

(2) フロアヒンジのスピードの調整 

(3) 扉の下がり（床当たり等）及びきしみ音の調整 

(4) 扉の反りの調整 

(5) 扉の召し合わせ部材の取付状態の確認 

(6) フランスおとしの取付状態の確認及び上下作動状況の調整 

(7) 錠前の確認 

(8) 金具ビスの締め付け 

(9) 各部への注油 

 
４ 点検対象 

場所 種類 数量（枚） 
ホール 劇場扉 27 

正面玄関 アルミ製扉 16 

合計 43 
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21 音楽堂劇場連結椅子保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  劇場連結椅子の安定的な利用が図れるよう保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  １回／年 
 
３ 点検対象 

場所 種類 型式 席数 

ホール 
固定席 連結椅子 TS型 966 

移動席 〃 88 

合計 1,054 

 

４ 点検内容 
(1) 本体外観点検 

   座・背・肘の貼り部に著しい損傷がないかどうかを確認する。 
   座・背・肘及び脚の塗装に著しい損傷がないかどうかを確認する。 
   座・背・肘及びその他の構造部材に変形又は損傷がないかどうかを確認する。 
(2) 組立て接合部点検 

   各部材を接合しているボルト、ナット及びビス類等の脱落又は緩みがないかどうか

を確認する。 
(3) 起立装置点検 

   座の起立が円滑に作動するかどうかを確認する。 
 
５ その他  
  組付けネジ類が脱落していた場合は、ネジ類の取り付けをする。 
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22 音楽堂舞台音響設備保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  舞台音響設備の安定的な利用が図れるよう、保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  ２回／年 
 
３ 点検設備と点検内容 

時期 設備名 数量 内容 

第１回目 

電力増幅架 １架 
電力増幅器の周波数特性、信号対雑

音比、歪率、規程出力等の測定点検 

プロセニアムスピーカ

ー 

サイドスピーカー 

３組 
各スピーカーの動作点検（聴感テス

ト） 

その他付属機器（ＣＤ、

ソリッドステートレコ

ーダー） 

１式 清掃及び動作点検 

三点吊りマイク装置 １式 
ワイヤ部、接点部、操作部動作点検調

整 

入力ジャック盤 １架 
入出力ジャック、分岐・整合ジャッ

ク、パッチコードなどの検聴 

第２回目 

音響調整卓 

YAMAHA CS-R5 
１台 

音響調整卓の製造メーカーによるソ

フトウェアチェックと音声チェック 

電力増幅架 １架 
電力増幅器の周波数特性、信号対雑

音比、歪率、規定出力等の測定点検 

プロセニアムスピーカ

ー 

サイドスピーカー 

３組 

各スピーカーの動作点検（聴感テス

ト）、各スピーカーの測定、プロセニ

アムスピーカーの吊りワイヤの張り

具合、止め金具の点検 

その他付属機器（ＣＤ、

ソリッドステートレコ

ーダー） 

１式 清掃及び動作点検 

三点吊りマイク装置 １式 
ワイヤ部、接点部、操作部動作点検調

整 

エアーモニターマイク

ロフォン 
 取付具の点検 
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23 音楽堂ピアノ保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  舞台演奏及びリハーサル室使用に支障のないよう、ピアノの保守点検を実施する。 
 
２ 点検対象 
(1) 舞台使用ピアノ   ３台（スタインウェイ２台、ヤマハ１台） 

(2) リハーサル室使用ピアノ  １台（スタインウェイ） 

 
３ 点検回数 
(1) 舞台使用ピアノ      ２回／年（メンテナンス１回、調律等１回） 

(2) リハーサル室使用ピアノ  ４回／年（調律等４回） 

 
４ 点検内容 
(1) メンテナンス 

ア 本体外装 
イ 駒・響板部 
ウ 弦部 

弦、チューニングピン、ベアリング、ヒッチピン 
エ 整調 

鍵盤部 鍵盤整調、鍵盤高さ、鍵盤間隔、鍵盤深さ 

アクション部（レペティション部） 

すべてのネジ締め、フレンジ、クロス類、

ウィッペン合せ、打弦距離、ジャック上

下・前後、ハンマー接近量、ハンマードロ

ップ量、バックチェック（＝ハンマースト

ップ）、レペティションスプリング 
ハンマー部 ハンマー間隔、走り、弦合せ 

ダンパー部 
ダンパーフェルト、ダンパー掛り、ダンパ

ー総上げ、ダンパーレバーとレバーストッ

プレールの間隔 
ペダル部 ペダル調整、サスティンロッドの掛り 

  オ 全体検査 
   タッチ、調律（ピッチ 442Hz）、止音、共鳴、雑音 

 
(2) 調律等 

  ア 調律 
  イ その他明らかな不具合がないかどうかの簡易な確認 
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24 音楽堂舞台使用チェンバロ保守点検業務基準 

 
１ 目的 
  舞台演奏に支障のないよう、舞台使用チェンバロの保守点検を実施する。 
 
２ 点検回数 
  １回／年 
 
３ 点検対象 
  舞台使用チェンバロ １台 
 
４ 点検項目 
(1) 楽器本体 

(2) 響板 

(3) 駒・ヒッチングピンレール 

(4) チューニングピン・ピン板 

(5) 弦 

(6) 鍵盤 

(7) ジャック 

(8) プレクトラム 

(9) ダンパー 

(10) バフストップ 

(11) 音色 
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25 音楽堂植栽管理業務基準 

 
１ 目的 
  敷地内の植栽を適切に管理し、快適な施設空間を維持する。 
 
２ 業務内容等 
  音楽堂敷地内の植栽について、適宜、伐採・消毒等の管理を行う。 
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26 音楽堂保安警備業務基準 

 
１ 目的 
  神奈川県立音楽堂の利用者や鑑賞者の安全な環境を確保するため、施設内外の監視、

火災及び盗難等の予防を始めとする保安警備等を実施する。 
 
２ 警備範囲 
  神奈川県立音楽堂及びその周辺敷地内 
 
３ 業務内容 
(1) 通用口業務 

(2) 巡視業務 

(3) 緊急事態発生の処置 

  ア 災害発生時 
  イ 侵入者発生時 
  ウ その他緊急事態発生時 
(4) 火災予防上の安全確保のための業務 

(5) 報告義務 

(6) 上記実施に係る付帯業務 

 
４ 業務体制 

上記業務の遂行に必要な人員を確保し、一定の警備員を配備する。 


